
広報によど川

2013

月号5

平成25年5月1日発行（No.94）

はじめまして ・  　 ・   　・

にしもり　　ゆ　な

平成24年2月27日生
保護者/大祐・成美

西森　祐成くん（下土居）

学
び
や
に
あ
ふ
れ
る
笑
顔
　
小
学
校
入
学
式

「
四
季
の
写
真
」
　コ
ン
テ
ス
ト

こ
こ
が
知
り
た
い
町
行
財
政
①

「
い
け
が
わ
４
３
９
交
流
館
」オ
ー
プ
ン

「思いやりのある優しい子に育ってね！」「思いやりのある優しい子に育ってね！」



◆ 特集 ◆ 「四季の写真」 ◆ 特集 ◆ 「四季の写真」

《3》 広報によど川 5月号 広報によど川 5月号 《2》

第８回　「四季の写真」コンテスト募集　締め切り：平成２６年３月１４日（金） 午後５時必着

作品送付先・問い合わせ　〒781-1801　仁淀川町森4231 

　　　　　　　　　　　　仁淀教育事務所内　写真コンテスト係　☎３２－１０４１

※仁淀川町の伝統行事や風景を撮影し、町の魅力を感じさせるものであれば素材は自由です

第
7
回
「
四
季
の
写
真
」
コ
ン
テ
ス
ト 

入
賞
者
決
定
！

　第
七
回
「
四
季
の
写
真
」
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　コ
ン
テ
ス
ト
は
、
山
里
に
息
づ
く
祭
り
の
活
気
あ
ふ
れ
る
姿
や
、
美
し
い
自

然
の
景
色
な
ど
、
町
の
魅
力
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
を
募
集
し
た
も
の
で
、
県
内

外
か
ら
二
百
十
三
点
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
大
賞
な

ど
三
十
八
点
の
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

　入
賞
作
品
な
ど
の
展
示
は
、
四
月
十
二
日
か
ら
三
日
間
、
仁
淀
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
八
月
二
十
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
は
、
高

知
市
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

　主
な
入
賞
者
と
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

大　賞

「
石
柱
の
光
芒
」

　有
澤 

豊
（
安
芸
市
）

金
賞
「
お
盆
の
火
廻
し
」

山
西 

典
夫
（
香
南
市
）

入
選
「
御
神
木
〜
守
っ
て
護
ら
れ
て
〜
」

竹
本
和
幸
（
仁
淀
川
町
）

入
選
「
虫
送
り
の
若
き
隊
列
」

平
井
す
み
え
（
高
知
市
）

銀賞「花筏流るる頃」
岡崎 和孝（仁淀川町）

特別賞「感激」
乘松 賢二（松山市）

入選「冬の赤橋と茶畑」

岡田 真美（松山市）

入選「祭りのある家」

細木栄三郎（仁淀川町）

入選「風光る」

竹村悦子（高知市）

銅
賞
「
祭
り
の
朝
」

濱
田 

幸
雄
（
高
知
市
）

教
育
長
賞
「
勝
負
あ
り
」

西
岡 

季
子
（
高
知
市
）

特
別
賞
「
秋
葉
祭
な
ら
し
の
日
」

上
杉
欣
弘
（
高
知
市
）



《5》 広報によど川 5月号 広報によど川 5月号 《4》

　四
月
八
日
、
町
内
の
小
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　町
内
の
小
学
校
で
は
、
今
年
度
末
で
閉
校
と
な
る
大
崎
小
の
一
年
生
五
人
を
は

じ
め
、
二
十
五
人
の
児
童
を
迎
え
ま
し
た
。

　緊
張
し
た
面
持
ち
で
登
校
す
る
子
や
笑
顔
の
子
、
そ
れ
ぞ
れ
に
期
待
と
不
安
を

抱
き
な
が
ら
も
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
楽
し
い
学
校
生
活
に
、
胸
を
躍
ら
せ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

　保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
晴
れ
の
日
を
迎
え
た
我
が
子
を
、
感
慨
深
そ
う
に
温
か

い
目
で
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

新
た
な
学
校
生
活
に
胸
高
鳴
ら
せ

学
び
や
に
あ
ふ
れ
る
笑
顔   

胸
ワ
ク
ワ
ク
の
入
学
式

大
崎
小
学
校
５
人

池
川
小
学
校
７
人

別
府
小
学
校
7
人

長
者
小
学
校
６
人

－地域支援企画員  島村尚伸－ 

　初
め
ま
し
て
。
本
庁
の
産
業
建
設
課
に
配
属
と

な
り
ま
し
た
大
野
で
す
。
農
林
業
振
興
係
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
出
身
は
長
者
で
す
が
、
仁
淀
川
町

の
こ
と
は
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
毎
日
が

発
見
だ
ら
け
で
刺
激
的
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま

す
。　晴

れ
の
日
の
夜
に
は
実
家
か
ら
見
え
る
見
事
な

星
空
を
見
る
の
が
日
課

で
す
。

　大
好
き
な
仁
淀
川
町

に
貢
献
さ
せ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
日
々
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ど

う
ぞ
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

仁淀川町役場　平成 25年度新採用職員

　４月から新しい地

域支援企画員として

赴任しました島村尚

伸と申します。

　出身は高知市で、

青く澄んだ川といろ

どり豊かな自然あふ

れるこの町で働ける機会をいただけたことを嬉しく思

っています。仁淀川町の皆さまのため、地域のために

少しでもお役に立てればと、ただいま仁淀川町の各地

区のことや歴史・文化について勉強中です。

　まだまだ若輩者で至らぬ点も多いかと思いますが、

皆さまにいろいろ教えていただきながら精いっぱい頑

張っていきますのでよろしくお願いします。

地域支援企画員とは
◆役割

・地域の自立活性化に向け、住民力を生かし

た地域主体の多様な取り組みを支援する。

・市町村、地域住民、団体などと県とをつな

ぐパイプ役・調整役

◆主な活動内容

・地域の支え合い、助け合いの仕組みづくり

への支援

・地域の元気づくりに向けた応援

・産業振興計画の推進

・担い手（移住定住）対策の推進

問い合わせ

　基幹集落センター２階（大崎）

　☎２０－２０７２　　３５－０１６０

し ま む ら ひ さ の ぶ

　四
月
よ
り
大
崎
診
療
所
の
歯
科
衛
生
士
と
し
て

採
用
に
な
り
ま
し
た
、
岡
田
弥
恵
と
申
し
ま
す
。

　今
ま
で
約
二
年
間
、
臨
時
職
員
と
し
て
大
崎
診

療
所
で
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
旧

吾
北
村
の
出
身
で
、
仁
淀
川
町
の
ま
だ
知
ら
な
い

文
化
や
場
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
少
し

ず
つ
学
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は

あ
り
ま
す
が
、
地
域
の

皆
さ
ま
の
健
康
増
進
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

大
崎
診
療
所

　岡
田
弥
恵

　四
月
よ
り
仁
淀
川
町
役
場
の
町
民
課
に
配
属

と
な
り
ま
し
た
岡
村
朱
里
で
す
。

　出
身
は
長
者
で
す
。
高
校
を
卒
業
後
す
ぐ
に

仁
淀
川
町
職
員
と
な
り
ま
し
た
。
分
か
ら
な
い

こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
少
し
で

も
町
民
の
皆
さ
ま
の

お
力
に
な
れ
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま

す
。　ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　初
め
ま
し
て
。
本
年
度
よ
り
仁
淀
川
町
の
職

員
と
し
て
お
世
話
に
な
る
高
木
雄
司
で
す
。

　仁
淀
川
町
役
場
保
健
福
祉
課
の
配
属
と
な
り

ま
し
た
。
出
身
は
長
者
で
す
。
仁
淀
川
町
の
出

身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
分
か
ら
な
い
こ
と
の
方

が
多
く
、
日
々
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
目
標
と
し
て
、

一
日
で
も
早
く
仕
事

を
覚
え
、
仁
淀
川
町

に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　至
ら
ぬ
点
が
多
々

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
か
む
ら
あ
か
り

お
か
だ   

や  

え

お
お
の

た
か
ぎ 

ゆ
う
じ

本
庁
産
業
建
設
課

　大
野
め
ぐ
み

本
庁
保
健
福
祉
課

　高
木
雄
司

本
庁
町
民
課

　岡
村
朱
里



《7》 広報によど川 5月号 広報によど川 5月号 《6》

総合福祉施設「仁淀川町福祉センター」完成

池川保健福祉センター２階に
　「デイサービスセンター池川」完成
３月２９日　池川保健福祉センター２階に「デイサービスセ

ンター池川」が完成し、落成式が行われました。

　この施設は、デイサービスセンター「岩丸荘」の利用者増

による混雑を解消するため、当施設の２階を改修し、新たに

機能訓練室・食堂・厨房・スタッフ室等を整備しました。

　また、屋上にエコキュートによる貯湯槽を設け、センター

全体をオール電化として維持費の軽減を図るとともに、東の

窓からは小学生の元気な姿が見られる、安心快適な施設にな

っています。

清流中津川で大物狙う
～恒例のアメゴ釣り大会に１００人集う～

観光と交流の拠点

「いけがわ４３９交流館」4月1日オープン

春風に桜舞うお花見コンサート
４月１５日　山村自然楽校しもなの郷周辺の中津川で「第８回あめ

ご釣り大会」が行われ、少し肌寒い一日でしたが、町内外から家族

連れなど約１００人が参加しました。

　中津川は大物を狙おうと待つ参加者の熱気で溢れ、開始の合図と

ともに勢いよく、竿が投げ込まれました。

　成績はアメゴの寸法で競われ、優勝から３位までの差は１㌢と僅

差の中、高知市から参加した徳久康夫さんが２８㌢で優勝しました。

　また、小学生以下対象のアメゴのつかみ取りも行われ、新緑鮮や

かな中津川に歓声が響いていました。

３月３０日　北浦の国道４３９号沿いに「いけがわ４３９交流館」が

完成し、桜が舞う晴天の下、落成式が盛大に行われました。

　地元の有志により結成された「池川４３９LOVE」（山中孝幸代表）

が運営を行う「池川４３９交流館」は、町産の木材を使用した木造平

屋に、レストランや直販所、特産物売り場、コミュニティルームなど

があり、幅広い年代の方が気軽に立ち寄れる施設となっています。

　レストランは２０席で、窓から仁淀ブルーの清流を眺めながら食事

を楽しむことができ、地元食材をふんだんに使った和洋の日替わり定

食や、シェフ自慢の特製カレーなど、仁淀川町の味を堪能できます。

　また、この時期直販コーナーには、農家が出品した天然のタラの芽

やコシアブラなど、旬の山菜や新鮮野菜、惣菜などがずらりと並んで

います。

　国道４３９号の改良により、交通量が増えたことで、観光や交流拠

点として、今後地域の活性化がさらに期待されます。

３月３０日　池川４３９交流館落成会場の池川ふれあい公園

で「お花見コンサート」が開催され、会場には約２００人の

聴衆が訪れました。

　今回のコンサートでは、町内教職員が中心となって結成さ

れたロックバンド「Ｆｒｏｍ　ＳＣＲＡＴＣＨ（フロムスク

ラッチ）」が演奏を披露し、会場を沸かせてくれました。

　季節はちょうど桜の散り始め。観客は曲の合間に舞い散る

花びらの中、軽快なリズムに手拍子を打ったりと、春の一日

を楽しんでいました。

明
る
く
充
実
し
た
生
活
を

３月２９日　大崎に総合福祉施設「仁淀川町

福祉センター」が完成し、落成式が行われま

した。

　この施設は、現在点在している３施設（デ

イサービスセンター・サポートセンター・社

会福祉協議会事務所）を同一建物内に設置し、

事務の効率化および維持管理費の節減を図る

施設として整備されました。

　また、利用者増により手狭となったデイサ

ービスセンターの利便性の向上と、サポート

センター利用者の豪雨時（国道通行規制時）

における支障を最小限にすることなど、さま

ざまな効果が期待されます。

問い合わせ

　　仁淀川町社会福祉協議会 

　　☎３５－０２０７

　　（仁淀川町大崎２６４番地８）

問い合わせ

  デイサービスセンター池川　

  ☎３４ー２０６９

　 (仁淀川町土居甲９２１番地１）

ゆったりした広いスペースの機能訓練室

大勢の参加者でにぎわった
アメゴ釣り大会

演奏を披露する「Ｆｒｏｍ ＳＣＲＡＴＣＨ」のメンバー

施設概要

木造平屋建築　延床面積 115.02㎡

交流フロア１　コミュニティルーム

　　　　　　　兼特産物売場

交流フロア２　特産物売場

レストラン　　座席２０席

開館時間　7時30分～16時

（レストラン オーダーストップ：15時）

定休日　年末年始

問い合わせ　

　いけがわ４３９交流館

　☎０８８９－３４－３９８８

施設概要

　建　物　鉄骨造３階建

　部屋等　１階　駐車場２０台

　　　　　２階  （国道平）社会福祉協議会事務所室

　　　　　　　　相談室・デイサービスセンター

　　　　　３階　大会議室・小会議室・和室

　　　　　　　　サポートセンター「ほのか」事務室

手作りの木工品も並びます

窓
か
ら
清
流
を
眺
め
な
が
ら

食
事
も
で
き
ま
す

至 吾北

池川中

至 大崎



《9》 広報によど川 5月号 広報によど川 5月号 《8》

都道府県対抗全日本中学生男女ソフトボール大会

町立小・中学校の教職員が下記のとおり異動しました 豆
三
四
郎
「
が
ん
ば
る
」

　
　
　
　
　
　
　仁
淀
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

３
月
10
日

　第
四
十
二
回
県
下
少
年

柔
道
錬
成
大
会
が
高
知
県
立
武
道
館

で
行
わ
れ
、
県
内
の
小
学
生
十
八
チ

ー
ム
約
二
百
人
が
参
加
し
、
日
頃
練

習
で
習
っ
た
投
げ
技
や
寝
技

を
巧
み
に
出
し
て
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　試
合
は
小
学
生
一
、
二
年

生
を
対
象
に
し
た
基
本
錬
成

と
三
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で

の
試
合
錬
成
（
団
体
戦
・
個

人
戦
）
が
行
わ
れ
、
基
本
錬

成
で
は
谷
脇
弦
起
君
（
別
府

小
）
と
古
渕
美
沙
さ
ん
（
別

府
小
）
が
優
秀
賞
と
優
良
賞

を
獲
得
。
個
人
戦
で
は
西
森

胡
美
さ
ん
（
長
者
小
）
が
三

位
に
入
り
ま
し
た
。

　基
本
錬
成
は
柔
道
の
基
本

と
な
る
礼
や
受
け
身
な
ど
を

総
合
評
価
し
て
与
え
ら
れ
る

賞
で
、
二
人
と
も
周
囲
の
雰

囲
気
に
戸
惑
う
こ
と
も
な
く
、

審
判
の
指
示
に
も
し
っ
か
り

反
応
し
、
見
事
賞
を
獲
得
し

ま
し
た
。

　個
人
戦
に
出
場
し
た
胡
美
さ
ん
は

今
年
の
一
月
か
ら
仁
淀
柔
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
団

員
を
率
い
て
い
ま
す
。
試
合
は
三
回

戦
ま
で
進
み
ま
し
た
が
惜
し
く
も
敗

退
。
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
っ
て
初
め
て

の
大
会
で
し
た
が
、
体
格
で
勝
る
大

き
な
相
手
に
果
敢
に
攻
め
て
い
ま
し

た
。

第42回県下少年柔道錬成大会

写真左から古渕美沙さん、西森胡美さん、谷脇弦起くん

全力を出しきった高知県選抜男子チーム

３月２４日～２６日　都道府県対抗全日本中

学生男女ソフトボール大会（男子会場：岡山

県、女子会場：三重県）が開催され、本町か

ら男子チームに４人、女子チームに１人が高

知県選抜選手として参加しました。

　男子チームは１回戦で大分に７対０で勝利

し、準々決勝でも埼玉に１２対１と快勝しま

した。準決勝では優勝候補の広島に６対７と

惜しくも敗れ、決勝進出はなりませんでした

が、一時は同点に追いつくなど健闘を見せま

した。

　女子チームは初戦で山形に０対７と敗れま

したが、全日本大会への参加は良い経験とな

ったことと思います。

  本町から参加した選手は次のとおりです。

本
町
か
ら
五
選
手
出
場

＜試合結果＞

　男　子　１回戦　　　７－０　大分県

　　　　　準々決勝　１２－１　埼玉県

　　　　　準決勝　　　６－７　広島県
　

　女　子　１回戦　　　０－７　山形県

北原　　匠　（吾川中）　

谷口　　颯　（吾川中）　

黒川　浩平　（池川中）

西森　祐也　（仁淀中）

押岡英理菜　（池川中）

出 

場 

選 

手

試
合
結
果

▽
基
本
錬
成
の
部

   

優
秀
賞

　谷
脇
弦
起
（
別
府
小
二
年
）

   

優
良
賞

　古
渕
美
沙
（
別
府
小
一
年
）

▽
試
合
錬
成

　個
人
女
子
の
部

　三

　位

　西
森
胡
美
（
長
者
小
四
年
）

女子チームで出場した
押岡英理菜さん
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こんにちは！
保健師です
こんにちは！
保健師です

認
知
症
と
う
つ
病
の

　早
期
発
見
の
た
め
に

　〜
高
齢
者
こ
こ
ろ
の

　
　
　健
康
講
演
会
よ
り
〜

　三
月
二
日
（
土
）
に
行
わ
れ

た
「
高
齢
者
こ
こ
ろ
の
健
康
講

演
会
」
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま

す
。

【
仁
淀
川
町
の

　
　
　
　高
齢
者
の
現
状
】

　町
保
健
師
よ
り
仁
淀
川
町
の

高
齢
者
の
状
況
に
つ
い
て
報
告

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
平
成

二
十
四
年
末
で
高
齢
化
率
が
五

〇
％
を
超
え
た
こ
と
、
一
番
多

い
年
齢
層
が
七
十
五
〜
七
十
九

歳
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ

に
伴
い
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
方
の
割
合
が
多
く
な

り
、
約
三
百
二
十
四
人
が
認
知

症
と
推
定
さ
れ
る
現
状
が
あ
る

こ
と
な
ど
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

【
仁
淀
川
町
の
自
殺
の
現
状
】

　講
演
の
テ
ー
マ
「
う
つ
病
」

と
も
関
連
あ
る
自
殺
の
現
状
に

つ
い
て
、
仁
淀
川
町
は
全
国
や

高
知
県
と
比
べ
て
も
、
自
殺
者

数
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　年
齢
別
の
状
況
を
み
る
と
、

全
国
で
は
四
十
〜
五
十
歳
代
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
仁
淀

川
町
は
六
十
五
歳
以
上
が
六
〇

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
性
別
も

合
わ
せ
て
み
る
と
六
十
五
歳
以

上
の
女
性
が
多
い
こ
と
も
わ
か

っ
て
い
ま
す
。

　自
殺
の
現
状
に
つ
い
て
は
、

初
め
て
聞
き
、
驚
い
た
方
が
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。

【
う
つ
病
と
は
】

　先
生
か
ら
う
つ
病
に
つ
い
て

詳
し
い
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　う
つ
病
は
、
早
め
に
気
づ
い

て
医
療
に
つ
な
げ
、
早
く
治
療

す
る
と
後
遺
症
も
な
く
治
っ
て

い
く
病
気
で
す
。
「
ご
飯
が
食

べ
れ
な
い
」
「
だ
ん
だ
ん
や
せ

る
」
「
眠
れ
な
い
」
な
ど
、
い

つ
も
と
違
う
症
状
が
二
週
間
以

上
続
く
場
合
は
要
注
意
で
す
。

　か
ら
だ
の
病
気
が
あ
る
に
違

い
な
い
と
受
診
や
検
査
を
繰
り

返
す
け
ど
、
か
ら
だ
の
病
気
は

見
つ
か
ら
ず
、
う
つ
に
気
づ
か

れ
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま

す
。　ま

た
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い

く
ら
い
「
眠
れ
な
い
」
な
ど
睡

眠
障
害
の
訴
え
が
あ
り
ま
す
。

特
に

・
寝
つ
き
が
悪
い

・
夜
中
に
何
度
も
目
が
覚
め
る

・
朝
早
く
に
目
が
覚
め
る

が
続
く
場
合
は
う
つ
病
が
疑
わ

れ
ま
す
。

【
周
囲
の
人
の
心
得
】

　う
つ
病
の
早
期
発
見
の
た
め

に
は
、
周
り
の
人
の
気
づ
き
や

声
か
け
、
つ
な
ぐ
役
割
が
大
切

に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
ず
は
、

ゆ
っ
た
り
と
、
相
手
の
話
を
聞

い
て
あ
げ
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

話
を
聞
く
だ
け
で
は

何
も
な
ら
な
い
と
思

う
方
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
危
機

に
あ
る
方
に
と
っ
て

は
最
大
の
支
援
と
言

わ
れ
ま
す
。
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
と
い
う
姿
勢
で
話

を
聞
い
て
も
ら
う
だ

け
で
安
心
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に

も
、
今
回
の
よ
う

に
、
う
つ
病
や
認
知

症
の
こ
と
、
相
談
窓

口
を
知
っ
て
お
く
こ

と
は
、
い
ざ
と
い
う

時
の
大
き
な
力
と
な

っ
て
く
れ
ま
す
。

教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

３月７日　仁淀中で、ロンドンパラリンピック金メダリストの浦田理恵さん

の講演会があり、同校の全生徒と長者小、別府小の５・６年生の児童が話を

聴きました。浦田さんは２０歳の時に、左目の視力と右目の視野の９５パー

セントを失ってしまいました。見えなくなっていることを両親にも友達にも話せず、１年半も一人で苦し

んだそうです。でも、勇気を出して打ち明けた時、みんなが受け止め支えてくれました。そして、自分を

支えてくれる人たちがいることが、大きなエネルギーをくれることを思い知ったそうです。

　その後、ゴールボール※という競技に出合い、北京とロンドンの２回のパラリンピックに出場しました。北

京では出場国８カ国中７位という成績だったのが、次のロンドンでは金メダルを取れるまでに強くなりまし

た。その秘密は、「笑顔で元気なあいさつと返事、そして感謝の気持ちを持つ、それを伝える」ということ

だったそうです。講演の最後は、「スポーツだけではなく、いろいろな分野で自分自身の金メダルを目指し

て、人生をキラキラと光らせてほしいと思います」と激励の言葉で締めくくられました。

　児童生徒たちは皆、講演に聴き入っていましたが、後半には各校の代表の子どもたちがゴールボールを体

験させてもらったり、全員が金メダルを触らせてもらったりと、楽しく貴重な経験もさせてもらいました。

【
認
知
症
と
は
】

　認
知
症
に
つ
い
て
も
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
認
知
症
と
は
、
も
と
も
と
で

き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
日
常
生
活
に
支
障
が
で
て
き
た
状
態
を

言
い
ま
す
。
ど
忘
れ
や
自
分
で
自
覚
が
あ
る
場
合
は
、
良
性
健
忘
と
言
わ
れ
、

あ
ま
り
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
同
じ
こ
と
を
言
っ
た
り
聞
い
た
り
す
る
」

「
物
の
名
前
が
出
て
こ
な
く
な
っ
た
」「
置
き
忘
れ
や
し
ま
い
忘
れ
が
目
立
っ

た
」
と
い
う
こ
と
は
よ
く
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
だ
け
で
認
知
症

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　認
知
症
は
、
三
〜
四
年
か
け
て
徐
々
に
進
む
の
で
、
初
め
は
気
づ
か
れ
に

く
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
認
知
症
の
兆
候
と
し
て
み
ら
れ
る
状
態
を
ま
と
め

て
お
き
ま
す
。

・電話で話した内容が思い出せない

・車で出かけた後、目的地を忘れる

・どこに車を止めたか忘れる

・診察日を忘れる、間違える

・薬の飲み忘れが増えて、診察日が遅れる

・季節感がない服装、重ね着をする

・計算ができない、小銭が多いのにお札を使う

・同じものばかり買う、料理が簡単になる

・うつややる気なさで始まる例も多い

【
認
知
症
の
兆
候
】

 以上のような認知症の兆候がみられたら、加齢による良性健

忘なのか、うつ病やせん妄など、早く治療につなげる必要があ

る病気なのか区別が大切です。おかしいなと気づいたら、その

人の生活状況を見て、かかりつけ医や専門医に相談しましょう。

　今回の講演では、うつ病と認知症を中心に、よくみられる症

状や周りの人のかかわり方についてお聞きしました。先生は最

後に「誰でもなりえる病気、可能性はあります。その時、どん

な対応をしてもらえればいいでしょうか」と投げ掛け、講演を

締めくくりました。

　この講演会が、ご自分や家族、地域の人の生活やこれからを

考えることに、少しでも役立つことを願っています。

※ゴールボール・・・目隠しをしながら鈴の入ったボールを転がし、ゴールに入れることで得点する競技

0889-22-1240
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■■■お知らせコーナー■■■

　四
月
か
ら
池
川
教
育
事
務
所

と
図
書
室
が
、
池
川
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
一
階
に
移
転
し
ま
し

た
。

問
い
合
わ
せ

　池
川
教
育
事
務
所

　仁
淀
川
町
土
居
甲
９
２
１
¦
１

　☎
３
４
・
２
４
８
０

　
　３
４
・
３
７
３
１

　今
年
も
九
月
一
日
（
日
）
に

「
金
婚
夫
婦
」
を
祝
福
す
る
式

典
（
主
催

　高
知
新
聞
社
・
Ｒ

Ｋ
Ｃ
高
知
放
送
・
高
知
新
聞
社

会
福
祉
事
業
団
）
が
行
わ
れ
ま

す
。
今
年
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ

る
ご
夫
婦
は
、
次
の
要
領
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

資
格　昭

和
38
年
１
月
１
日
か
ら
同

年
12
月
31
日
ま
で
に
婚
姻
届
を

出
さ
れ
て
い
る
ご
夫
婦
（
そ
れ

以
前
の
届
け
出
で
も
初
め
て
申

し
込
む
方
は
可
）

申
し
込
み
方
法

　

 
 

ご
夫
婦
の
戸
籍
抄
本
（
婚
姻

届
の
年
月
日
・
生
年
月
日
の
記

入
が
あ
る
も
の
、
謄
本
で
も

可
）
と
、
申
し
込
み
窓
口
に
あ

る
申
込
書
（
便
せ
ん
な
ど
で
も

可
）
に
ご
夫
婦
の
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
、
年
齢
、
職

業
、
電
話
番
号
、
結
婚
記
念
日

を
ご
記
入
の
上
、
仁
淀
川
町
役

場
保
健
福
祉
課
、
池
川
・
仁
淀

各
総
合
支
所
、
名
野
川
・
長
者

各
出
張
所
の
い
ず
れ
か
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
限

　６
月
20
日
（
木
）
ま
で

会
場　土

佐
市
・
グ
ラ
ン
デ
ィ
ー
ル

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　仁
淀
川
町
役
場
保
健
福
祉
課

　☎
３
５
・
０
８
８
８

　池
川
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　☎
３
４
・
２
１
１
２

　仁
淀
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　☎
３
２
・
１
１
３
２

　個
人
県
民
税
（
均
等
割
額
）

千
五
百
円
に
は
、
森
林
環
境
税

五
百
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　森
林
環
境
税
は
、
「
森
林
環

境
の
保
全
」
の
た
め
の
事
業
や

「
県
民
参
加
の
森
づ
く
り
」
を

進
め
る
た
め
の
事
業
等
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

■
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　高
知
県
総
務
部
税
務
課

　

　☎
０
８
８
・
８
２
３
・
９
３
０
８

■
使
途
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　高
知
県
林
業
振
興
・
環
境
部

　林
業
環
境
政
策
課

　

　☎
０
８
８
・
８
２
１
・
４
５
８
６

　本
町
の
行
政
相
談
委
員
に
、

四
月
一
日
付
で
次
の
方
々
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

　尾
崎
登
代
美
さ
ん

　
　
　
　
　（
大
崎
）

　
　岡  

和
政
さ
ん

　
　
　
　
　（
森
） 

　山
中  

壽
之
さ
ん

　
　
　
　
　（
竹
ノ
谷
）

 
 

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大

臣
の
委
嘱
を
受
け
、
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
相
談
を
お
聴
き
す

る
民
間
有
識
者
の
方
で
す
。

　委
員
は
、
①
国
の
仕
事
、
②

Ｊ
Ｒ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
特
殊
法
人

の
仕
事
、
③
県
や
市
町
村
が
国

の
補
助
を
受
け
て
行
っ
て
い
る

仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、
住
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を
受
け
、

そ
の
解
決
や
実
現
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。

　相
談
は
、
各
地
区
で
定
期
的

に
開
設
さ
れ
る
相
談
所
な
ど
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

お知らせ
コーナー

・・・INFORMATION・・・地域の宝／仁淀川町の神楽・伝統文化
三神楽そろい踏み　～伝統の太鼓踊りと競演～

　地域の人々によって守り受け継がれてきた仁淀川町の神楽と太鼓踊りの競演を、ごゆっくりお楽し

みください。当日は、地場産品の販売も予定しています。皆さまお誘いあわせの上、ご来場ください。

池
川
教
育
事
務
所
と

図
書
室
が
移
転
し
ま
し
た

「
第
５６
回
金
婚
夫
婦

祝
福
式
典
」の
ご
案
内

行
政
相
談
委
員
の

ご
案
内

森
林
環
境
税
に
つ
い
て

ご
寄
付
の
お
礼

◇
一
般
寄
付
金

　山
中

　哲
夫
様（
高
知
市
）

　庄
田

　正
志
様（
高
知
市
）

◇
広
報
寄
付
金

　相
原

　守

　様（
松
山
市
）

　種
倉

　昭
子
様（
川
崎
市
）

　三
村

　幸
一
様（
寝
屋
川
市
）

　佃

　
　冨
吉
様（
茨
木
市
）

　山
中

　良
夫
様（
高
知
市
）

　木
村

　登

　様（
高
知
市
）

　
　

　ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受

け
し
、
町
行
政
な
ら
び
に
広
報

発
行
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仁
淀
川
町
役
場

◇
社
会
福
祉
協
議
会

　山
尾
美
佐
子
様（
竹
ノ
谷
）

　　ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受

け
し
、
社
会
福
祉
事
業
に
役
立

た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仁
淀
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

問い合わせ

　高知行政評価事務所

　行政相談課

　☎０８８－８２４－４１００

　日　時　平成２５年５月１８日（土）１３時２０分～１６時００分

　場　所　大渡ダム公園古民家（旧茅葺きの家）

　　　　　※雨天時は、観光センター２階大ホール

　内　容　都の太鼓踊り・椿山太鼓踊り・安居神楽

　　　　　名野川磐門神楽・池川神楽

　入　場　無料

　主　催　仁淀川町教育委員会

　問い合わせ　仁淀川町教育委員会　☎３５－００１９

　　　　　　　仁淀教育事務所　　　☎３２－１０４１

　　　　　　　池川教育事務所　　　☎３４－２４８０

左
か
ら
、
山
中
さ
ん
、
大
石
町
長
、

片
岡
さ
ん
、
尾
崎
さ
ん

新
規
委
嘱



《15》 広報によど川 5月号 広報によど川 5月号 《14》

地域おこし協力隊がゆく ～今月は高萩 誠 隊員～

　やっと日中は暖かくなってきた４月後半です。昨年の１０月に長者の古田

地区に定植したケールが順調に冬を越え、大きく生育し３月後半に収穫しま

した。収穫量は９４６キロ、５００株程度です。

　ケール畑の土作りは苦土石灰、バーク堆肥、鶏糞、化成肥料を適量投入し、

畝立てをしてマルチシートをかけたら完了です。暑さが一段落した１０月に

定植したので、思っていたほど害虫の被害もなく（春先にヒヨドリに若干食

べられてしまいましたが・・・）畑の準備こそ大変でしたが、比較的簡単に育てることができました。

　古田地区の皆さまのご指導とご協力のおかげです。ありがとうございました。

　さて、先日は活動でご協力いただいている山村自然楽校しもなの郷で「第８回あめご釣り大会」が開催

され、約１００人が集まり、放流仕立てのアメゴ約２０００匹を皆さん楽しそうに釣り上げていました。

　また、アメゴのつかみ取りでは、子どもたちがはしゃぎながらすばしっこいアメゴを必死に追いかけて

いて、保護者の方々も笑みを浮かべながら応援していました。

　毎回参加している常連さんは“しもなの郷は最高だ！”とおしゃっ

てくれる方もいてとても嬉しかったです。

　閉会式では、１位～３位の方には豪華賞品が贈られ、盛況のうちに

終了することができました。

　今後は定住を視野に入れた活動に重点をおいて活動していきますの

で、今後ともよろしくお願いいたします。

ケ
ー
ル
の
収
穫

一
番
の
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た

ア
メ
ゴ
の
つ
か
み
取
り

た か は ぎ   まこと

20
歳
の
学
生
さ
ん
！

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
皆
さ
ん
！

ご
存
じ
で
す
か
？ 

学
生
納
付
特
例
制
度
と
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

〜
こ
こ
が
知
り
た
い
町
行
財
政 

①
〜

な
ぜ
起
債（
借
金
）を

　
　
　
　
　す
る
の
か
！

　二
十
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が

少
な
い
た
め
、本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象
者

　学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
一
年
以

上
で
あ
る
課
程
）、一
部
の
海
外
大
学
の
日
本

分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

　ま
た
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
制
課
程

の
方
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
学

生
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
承
認
機
関

　四
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で

※

次
の
年
度
も
在
学
予
定
で
あ
る
場
合
、
四

月
初
め
に
再
申
請
の
用
紙
が
送
ら
れ
て
き

ま
す
の
で
、引
き
続
き
学
生
で
あ
れ
ば
、必

要
事
項
を
記
入
の
上
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　学
生
で
な
い
三
十
歳
未
満
の
方
の
場
合
に

は
、本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」が
あ

り
ま
す
。

  

こ
れ
ら
の
制
度
の
申
請
を
行
わ
ず
、
保
険

料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
不
慮
の

事
故
な
ど
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
場
合
に
、

障
害
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　な
お
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。就
職
な
ど
で
、収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
場
合
は
、
将
来
受
け
取
る
年
金
を
増

額
す
る
た
め
、十
年
以
内
で
あ
れ
ば
、保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る「
追
納
制
度
」を
利

用
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　詳
し
く
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
国
民
年

金
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　高
知
西
年
金
事
務
所

　☎
０
８
８
・
８
７
５
・
１
７
１
７

起
債
と
は

　起
債
は
、地
方
債
と
も
い
い
、国
が
発
行
す
る
国
債
の
地

方
公
共
団
体
版
に
な
り
ま
す
。目
的
と
し
て
は
、以
下
の
よ

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
収
入
と
支
出
と
の
バ
ラ
ン
ス
調
整

　公
共
施
設
の
建
設
な
ど
多
額
の
資
金
を
必
要
と
す
る
事

業
に
つ
い
て
は
、起
債（
借
金
）を
す
る
こ
と
に
よ
り
建
設

資
金
を
調
達
で
き
、施
設
を
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、一
定
の
返
済
期
間
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、均
等
に

返
済
で
き
、資
金
繰
り
を
含
め
た
事
業
の
計
画
が
立
て
や

す
く
な
り
ま
す
。

②
住
民
の
世
代
間
の
公
平
性
を
確
保

　将
来
、利
用
す
る
こ
と
と
な
る
住
民（
生
ま
れ
て
く
る
子

ど
も
や
転
入
さ
れ
て
く
る
方
な
ど
）も
、現
在
居
住
し
て
い

る
住
民
と
同
じ
よ
う
に
道
路
や
施
設
を
利
用
す
る
よ
う
に

な
る
の
で
、利
用
者
負
担
と
い
う
意
味
で
、一
定
の
返
済
期

間
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、建
設
に
対
す
る
負
担
を
分
か

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
財
源
不
足
の
調
整

　地
方
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
一
般
財
源
の
不
足
を
補

完※

す
る
も
の
で
、
地
方
財
源
の
確
保
対
策
と
し
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

※

不
十
分
な
部
分
を
補
っ
て
、完
全
な
も
の
に
す
る
こ
と

起
債
を
す
る
こ
と
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　メ
リ
ッ
ト

　た
だ
借
金
を
す
る
だ
け
で
は
、借
り
入
れ

に
対
す
る
利
子
を
支
払
う
必
要
が
あ
り
、メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
せ
ん
。町
が
借
金
を
し
て

い
る
ほ
と
ん
ど
の
起
債
は
、そ
の
元
金
と
利

子
の
支
払
い
に
対
し
て
地
方
交
付
税
に
よ

り
、約
三
分
の
二
が
町
の
収
入
と
し
て
入
っ

て
い
ま
す
。（
起
債
の
種
類
に
よ
っ
て
町
の

収
入
と
な
る
割
合
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。）

　た
だ
し
、起
債
も
借
金
に
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、事
業
の
有
効
性
や
効
果
な
ど
を

判
断
し
な
が
ら
借
り
入
れ
を
行
う
と
と
も

に
、返
済
が
将
来
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う

に
、繰
り
上
げ
て
返
済
す
る
な
ど
計
画
性
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
　民
　年
　金
　だ
　よ
　り

起債残高の推移
（単位：億円）

　このコーナーでは、皆さまから「町行財政運営」への疑問などを受け付けて、できる限り分かりやす

く解説していく予定ですので、郵送やメールでの質問をお待ちしています。

　質問受付・問い合わせ   仁淀川町役場企画課広報係　〒781-1592　吾川郡仁淀川町大崎124番地

　　　　　　　　　　　  ☎３５－１０８２　 メールkikaku@town.niyodogawa.lg.jp

ローン（起債）で購入

金額　３６０万円

　１０万５千円/月　×　３６回払い

支払額合計　３７８万円

上記のうち７０％が国から補助

　３７８万円　×　７０％

　＝２６４万６千円

実際の負担額　１１３万４千円
※７０％は、過疎対策事業債の地方交付税への算入率

現金一括で購入

金額　３６０万円

現金　３６０万円

実際の負担額

３６０万円

起債（借金）のイメージ（例：自動車の購入で）



文

　
芸

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

広報によど川 5月号 《16》《17》 広報によど川 5月号

仁
淀
俳
壇

川
上

　純
子

う
ぐ
い
す
に
返
事
し
な
が
ら墓

掃
除

堀
部

　貞
子

た
め
息
も
夫
に
移
し
て
目
借
時

市
川

　千
秋

あ
れ
こ
れ
と
迷
う
も
楽
し
花
衣

田
村

　大
陸

若
木
咲
き
古
木
の
思
案
桜
か
な

古
味

　幸
子

杣
人
の
道
も
絶
え
た
り
山
桜

松
岡

　豊
子

今
し
ば
し
降
る
な
散
ら
す
な花

万
朶

西
森

　今
子

花
の
色
今
満
開
の
刻
を
止
め

吉
田
豊
之
祐

け
も
の
除
け
巻
か
れ
し
ま
ま
に

す
も
も
咲
く

田
村

　千
草

千
本
の
桜
に
蒼
き
ダ
ム
湖
あ
り

　
　
　

藪
柑
子
句
会

荒
木

　青
踏

身
に
応
う
春
寒
独
り
暮
し
か
な

小
崎

　千
恵

団
十
郎
の
睨
み
を
惜
し
む
春
時
雨

上
岡

　利
寿

母
と
子
の
山
菜
づ
く
し
雛
祭

井
上

　美
智

日
溜
り
に
向
き
も
そ
れ
ぞ
れ
落
椿

高
橋

　幸
恵

往
き
戻
り
確
か
め
て
み
る

眉
掃
草

　
　

尾
崎
マ
チ
エ

春
寒
や
子
の
分
校
は
閉
校
す

高
橋

　房
子

山
峡
は
空
家
ば
か
り
よ
花
こ
ぶ
し

片
岡
代
美
子

今
日
の
こ
と
日
記
に
残
す多

喜
二
の
忌

掛
水

　妙
子

雛
描
い
て
独
り
の
刻
を

た
の
し
め
り

藤
原
多
津
子

ゆ
る
や
か
な
土
居
川
も
見
つ春肥

ま
く

隅
田

　邦
子

残
雪
の
光
る
斜
里
岳
夕
映
え
す

岡
林

　鶴
子

女
の
子
と
見
ま
ご
う
稚
児
の春の

練
り

結
城

　華
子

一
本
の
蕗
の
薹
伸
ぶ
日
向
か
な

片
岡
と
く
ぞ
う

花
冷
や
散
ら
ず
に
お
く
れ去

年
の
恋

鎌
倉
い
ち
い
ち

小
刀
を
研
い
で
接
木
に
挑
み
け
り

投
稿

俳
句

井
上
カ
メ
コ

憎
ら
し
や
や
ら
ず
の
雨
に花

散
り
て

掛
水

　春
子

花
び
ら
を
小
川
の
水
が連

れ
て
行
く

井
上

　一
明

山
桜
眼
下
に
青
き
仁
淀
川

仁淀川町行事カレンダー（5月・6月）……… ………

こ
た

こ

　ぞ

い
ど

ま
ゆ
は
き
そ
う

大渡ダム公園13:20

仁淀川町保健福祉センター

大西地区多目的集会施設

池川保健福祉センター10:00〜

旧

旧

地域

坂本地区多目的集会施設

　高吾北消防本部新庁舎が完成し、平成２５年３月２７日

に落成式典が行われました。災害対策の新たな防災拠点と

してその対応能力を強化し、住民の皆様の安心・安全のた

めに努めさせていただきます。

　また、救命講習や防災講習など各種研修の場としてもご

利用いただけます。住民の皆さまに身近で親しみやすい消

防となるよう、職員一同一丸となって努めてまいります。

新
庁
舎
完
成
!  

高
吾
北
消
防
署

問い合わせ・病院紹介 

　高吾北消防署　☎２６－２１１１

　仁淀川分署　　☎３５－００１７

高吾北消防本部新庁舎の概要

　場 　　  所　高知県高岡郡越知町越知甲3105-3

　構 　 　 造　RC造2階建　　敷 地 面 積　2930.0㎡

　建 築 面 積　1023.39㎡　　延べ床面積　1898.71㎡

完成した高吾北消防本部新庁舎

広 告

施設
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広報によど川 5月号 《18》《19》 広報によど川 5月号

　たて・よこのカギをヒントにマス目を埋めてくだ

さい。　に入る文字をアルファベット順に並べかえ

ると答えが出てきます。何でしょう？

応募方法　はがきまたは封書で応募してください。

　　　　　〒７８１－１５９２ 仁淀川町役場「広報パズル係」

賞　　品　「図書カード」を正解者の中から抽選で

１名様に。（当選者の発表は次号広報）

町の人口・世帯数
平成25年4月1日現在

  人　口6,403人　（－38）

  　男　3,002人　　　　　 

  　女　3,401人　　　　　 

  世帯数3,300世帯（－6）

3月中の届出

転入15人　  転出41人

出生  2人　  死亡14人

（　）内は前月比

広報によど川

本紙は再生紙を使用しています。

平成25年5月1日発行（No.94）
編集　仁淀川町広報編集委員会

発行　仁淀川町

〒781-1592

高知県吾川郡仁淀川町大崎124

☎0889-35-0111

http://www.town.niyodogawa.lg.jp/

印刷　株式会社高知新聞総合印刷

　新緑の下、春風が舞う茶畑

には、色鮮やかな新芽と笑顔

があふれました。

（大板　4月19日撮影）

第94回 クロスワード パズルクロスワード パズルクロスワード パズル ●締め切り
　5/19（火）必着表

紙
の
写
真

シ
キ
ユ
ウ
シ
キ

☆
た
て
の
カ
ギ

1

　控
え
め
に
食
う
こ
と

2

　落
雷
そ
の
他
、
い
や
な
こ
と
を
よ
け
る

と
き
に
唱
え
る
、
ま
じ
な
い
の
こ
と
ば

3

　い
ろ
い
ろ
努
力
し
て
。
ど
う
に
か
し

て
。
ぜ
ひ
。

4

　す
も
う
で
強
い
足
の
こ
と
。○
○
を
ふ
む

5

　求
め
望
む
こ
と
。
切
望

6

　大
麦
か
ら
造
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
分
の

強
い
蒸
留
酒

10

　小
麦
粉
に
砂
糖
・
バ
タ
ー
・
牛
乳
な

ど
を
ま
ぜ
て
や
い
た
、
軽
い
菓
子

15

　う
つ
り
か
わ
る
こ
と
。
住
所
や
場
所

を
変
え
る
こ
と

17

　八
本
足
の
海
に
す
む
軟
体
動
物

☆
よ
こ
の
カ
ギ

1

　眼
球
が
白
く
に
ご
り
、
視
力
障
害
を

お
こ
す
病
気

7

　フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ジ
ャ
ワ
な
ど
に
原
始

林
を
な
す
常
緑
高
木
。
材
色
が
美
し

く
加
工
し
や
す
い

8

　親
切
な
気
持
ち
。
好
感

9

　飛
ん
だ
幅
を
競
う
競
技

11

　親
分
。
親
方

12

　ま
と
ま
っ
て
い
た
も
の
を
、
ば
ら
ば

ら
に
す
る
。
物
を
一
面
に
乱
雑
に
広

げ
る

13

　雨
の
も
っ
と
も
多
い
季
節
。
日
本
で

は
六
月
の
梅
雨
ご
ろ

14

　詩
の
形
式
。
詩
の
か
た

16

　底
ま
で
つ
ら
ぬ
き
と
お
る
こ
と
。
じ

ゅ
う
ぶ
ん
に
ゆ
き
わ
た
る
こ
と

18

　「
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
」
の
略
。
覚
え
書
き

19

　豚
肉
の
ヒ
レ
カ
ツ

（
出
題
・
藤
原
賢
一
さ
ん
）

ごめい福をお祈りいたします

・
応
募
者
数

　二
十
七
人

・
正
解
者
数

　二
十
七
人

・
当

選

者

　鎌
倉
ト
モ
コ
（
下
北
川
）

　
　
　
　
　
　黒
川

　武
久
（
相
ノ
谷
）

　
　
　
　
　
　日
浦

　富
子
（
高
知
市
）

　交通安全協会は、悲惨な交通事故を防ぐた

め、運転免許保有者の皆さまからお納めいた

だいた会費を財源に様々な活動を展開してい

ます。その一つとして、新小学一年生へ黄色

いランドセルカバーを贈呈しています。

　今年は、管内の小学校９校へ１７０枚贈呈しました。まだ通学

路に慣れていないので、地域の皆さまの温かい目で見守ってあげ

ましょう。

〇春の全国交通安全運動に各種イベントを行いました
　平成２５年４月６日から１５日までの間、春の全国交通安全運

動が実施されました。期間中は、交通安全パレード・ドライバー

サービス・交通マナーアップキャンペーン自転車街頭指導・高齢

者事故防止キャンペーン等が行われました。運動に参加していた

だいたボランティアの方や、交通安全指導員の皆さまご協力あり

がとうございました。  

佐川警察署・交通安全協会佐川支部　☎２２－０１１０

交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ

＊新入学児童にランドセルカバーを贈呈＊

BBBBBBBBBBみんなが主役！　スタイルプロジェクトＢＢ
　「Bスタイル」による菜の花プロジェク

トが3シーズン目を迎えています。地元

の皆さんのご協力をいただきながら実施

しました。例年よりも暖かくなるのが早

かった今年は、桜と同様に、3月末には満開となりました。

　今年は、地元の皆さんのご提案によって、菜の花の栽培面

積が増えました。昨年すき込んだ、菜の花の緑肥効果が効い

ているのか、これまでになく、生育状況が良かったことが確

認されました。藤ノ野の段々畑一面に、とても美しい菜の花

が、咲き乱れました。

問い合わせ

 「Ｂスタイル」プロジェクト　大崎事務所（中山）☎３５－０５６７

　　　info@2410style.jp　または ☎０９０－８６９６－７７０７（井上）

○
今
年
も
、菜
の
花
が
満
開
で
す

　平成23年2月、仁淀川町観光センターで開

催された、「百業づくり全国ネットワーク」設立

フォーラムで結成された、「百業づくり全国ネ

ットワーク」の第3回大会が、平成25年3月9

日、10日、鳥取県智頭町で開催されました。

　この大会には、全国各地から、また、地元鳥取県智頭町から、百

業づくりに共感する、150人もの方々にご参加いただきました。

　仁淀川町ではじまった、「百業づくり全国ネットワーク」は、全

国各地に波及しています。

○「百業づくり全国ネットワーク」大会in 鳥取県智頭町
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平成24年2月27日生
保護者/大祐・成美

西森　祐成くん（下土居）

学
び
や
に
あ
ふ
れ
る
笑
顔
　
小
学
校
入
学
式

「
四
季
の
写
真
」
　コ
ン
テ
ス
ト

こ
こ
が
知
り
た
い
町
行
財
政
①

「
い
け
が
わ
４
３
９
交
流
館
」オ
ー
プ
ン

「思いやりのある優しい子に育ってね！」「思いやりのある優しい子に育ってね！」


